
地域おこし協力隊について
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総務省 地域力創造グループ 地域自立応援課



○制度概要：都市地域から過疎地域等の条件不利地域に住⺠票を移動し、⽣活の拠点を移した者を、地⽅公共団体が「地域おこし
協⼒隊員」として委嘱。隊員は、⼀定期間、地域に居住して、地域ブランドや地場産品の開発・販売・ＰＲ等の地域おこしの⽀援や、
農林⽔産業への従事、住⺠の⽣活⽀援などの「地域協⼒活動」を⾏いながら、その地域への定住・定着を図る取組。
○実施主体：地⽅公共団体
○活動期間：概ね１年以上３年以下
○総務省の⽀援：

◎地域おこし協⼒隊取組⾃治体に対し、概ね次に掲げる経費について、特別交付税により財政⽀援
①地域おこし協⼒隊員の活動に要する経費：隊員１⼈あたり400万円上限
(報償費等200万円〔※〕、その他の経費(活動旅費、作業道具等の消耗品費、関係者間の調整などに要する事務的な経費、定住に向けた研修等の経費など）200万円)
※ 平成27年度から、隊員のスキルや地理的条件等を考慮した上で最⼤250万円まで⽀給可能とするよう弾⼒化することとしている（隊員１⼈当たり400万円の上限は変更しない。）

②地域おこし協⼒隊員等の起業に要する経費：最終年次⼜は任期終了翌年の起業する者１⼈あたり100万円上限
③地域おこし協⼒隊員の募集等に要する経費：１団体あたり200万円上限

◎都道府県が実施する地域おこし協⼒隊等を対象とする研修等に要する経費について、普通交付税により財政⽀援（平成28年度から）

地域おこし協⼒隊導⼊の効果
〜地域おこし協⼒隊・地域・地⽅公共団体の「三⽅よし」の取組〜

地域おこし協⼒隊

地 域 地⽅公共団体

○⾃⾝の才能・能⼒を
活かした活動

○理想とする暮らしや
⽣き甲斐発⾒

○斬新な視点
（ヨソモノ・ワカモノ）
○協⼒隊員の熱意と⾏動⼒が
地域に⼤きな刺激を与える

○⾏政ではできなかった
柔軟な地域おこし策

○住⺠が増えることによる
地域の活性化

任期終了後、
約６割が

同じ地域に定住
※H27.3末調査時点

隊員の
約４割は

⼥性

隊員の
約８割が

20歳代と30歳代

地域おこし協⼒隊とは

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

隊員数 89名 257名 413名 617名 978名 1,511名
(1,629名)

2,625名
(2,799名)

団体数 31団体 90団体 147団体 207団体 318団体 444団体 673団体

隊員数、取組団体数の推移

※各年度の特別交付税ベース
※隊員数のカッコ内は、名称を統⼀した「⽥舎で働き隊（農林⽔産省）」の隊員数（26年度：118名、27年度：174名）
とあわせたもの。

地域おこし協力隊について

⇒ 28年に3,000⼈を⽬途に拡充！
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地域おこし協力隊員の定住状況等に関する調査結果概要（27年９月公表）

任期終了後、約６割の隊員が同じ地域に定住

○平成27年3⽉31⽇までに任期終了した地域おこし協⼒隊員の定住状況等について調査を実施。

前回調査時（平成25年6⽉末時点）において、
同じ地域に定住したとの回答があった⽅の⼤多数（98％）
は、現在も引き続き同じ地域に定住。

活動地と
同⼀市町村内に定住
443⼈（47%）

合計=945⼈

そ の 他
85人（9%）

不 明
173人（18%）

活動地の
近隣市町村内に定住
114⼈（12%）

同じ地域に定住
557⼈（59％）

他の条件不利地域
に定住等

130人（14%）

同⼀市町村内に定住した者の約２割は起業
前回調査時(9%)から⼤幅に増加

【定住者の動向】 起業
76⼈（17%）

就業
210⼈（47%）

未定
8⼈（2%）

【定住者男⼥⽐】
⼥性

195⼈（35%）

任期終了した隊員は累計で945⼈
⼥性は１／３、20代・30代が約８割

・男性624⼈（66％）：⼥性321⼈（34％）

・20代 353⼈（37％）、30代 367⼈（39％）

合計=557⼈

男性
362⼈（65%）

就農
79⼈（18%）

合計=443⼈

定住者の約４割は⼥性

その他
70⼈（16%）

○結婚、出産・育児
○家事⼿伝い
○起業準備中
○看護学⽣
○海外渡航 等

その他
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○隊員数2,625名 673自治体（9府県664市町村） （平成27年度特交ベース）

地域おこし協力隊の活躍先①

都道府県名 市町村名 隊員数 都道府県名 市町村名 隊員数 都道府県名 市町村名 隊員数 都道府県名 市町村名 隊員数 都道府県名 市町村名 隊員数 都道府県名 市町村名 隊員数 都道府県名 市町村名 隊員数

釧路市 4 寿都町 3 天塩町 7 池田町 2 登米市 1 大江町 3 玉川村 1

帯広市 1 黒松内町 2 猿払村 4 足寄町 3 栗原市 3 金山町 3 小野町 1

夕張市 3 ニセコ町 5 中頓部町 4 陸別町 6 七ヶ宿町 8 最上町 5 茨城県★ 2

岩見沢市 1 真狩村 3 礼文町 1 浦幌町 4 柴田町 1 舟形町 4 日立市 1

網走市 1 留寿都村 3 利尻町 4 弟子屈町 4 加美町 7 真室川町 3 常陸太田市 7

留萌市 3 積丹町 2 幌延町 2 鶴居村 1 能代市 2 大蔵村 1 笠間市 3

美唄市 2 赤井川村 3 津別町 9 中標津町 2 大館市 2 鮭川村 2 稲敷市 4

芦別市 4 上砂川町 3 清里町 2 標津町 1 湯沢市 3 戸沢村 1 茨城町 5

赤平市 2 由仁町 3 遠軽町 1 羅臼町 4 鹿角市 4 高畠町 4 大洗町 1

士別市 3 長沼町 2 滝上町 3 青森市 3 由利本荘市 1 川西町 7 大子町 7

名寄市 5 栗山町 9 西興部村 4 弘前市 2 北秋田市 1 白鷹町 2 境町 4

三笠市 2 新十津川町 2 壮瞥町 1 八戸市 2 にかほ市 1 庄内町 1 佐野市 1

根室市 3 秩父別町 2 厚真町 5 十和田市 2 仙北市 2 遊佐町 4 日光市 7

滝川市 7 北竜町 2 洞爺湖町 2 鰺ヶ沢町 2 上小阿仁村 1 福島県★ 2 大田原市 15

砂川市 5 沼田町 5 安平町 2 野辺地町 1 藤里町 2 いわき市 2 那須塩原市 2

歌志内市 2 愛別町 4 むかわ町 3 佐井村 3 三種町 3 白河市 1 益子町 7

深川市 7 東川町 15 日高町 2 五戸町 2 八峰町 1 二本松市 3 茂木町 3

富良野市 2 美瑛町 1 平取町 3 田子町 3 五城目町 4 伊達市 8 市貝町 1

登別市 2 中富良野町 3 新冠町 7 南部町 2 大潟村 3 天栄村 2 那須町 4

伊達市 1 南富良野町 6 浦河町 5 花巻市 5 羽後町 1 檜枝岐村 2 那珂川町 4

石狩市 4 占冠村 5 様似町 6 久慈市 7 東成瀬村 2 只見町 1 沼田市 2

松前町 3 和寒町 1 えりも町 1 遠野市 2 米沢市 4 南会津町 4 藤岡市 1

福島町 3 剣淵町 2 新ひだか町 1 一関市 2 鶴岡市 5 北塩原村 2 富岡市 6

木古内町 1 下川町 9 士幌町 3 二戸市 2 酒田市 2 西会津町 4 上野村 5

七飯町 3 美深町 4 上士幌町 10 八幡平市 6 新庄市 4 会津坂下町 1 神流町 2

鹿部町 2 音威子府村 2 鹿追町 3 奥州市 2 寒河江市 3 柳津町 1 下仁田町 3

八雲町 2 中川町 7 新得町 12 西和賀町 9 上山市 2 三島町 3 南牧村 3

江差町 2 幌加内町 2 清水町 6 金ヶ﨑町 2 村山市 2 金山町 4 中之条町 1

厚沢部町 8 増毛町 1 芽室町 1 住田町 2 長井市 6 昭和村 1 長野原町 2

乙部町 3 苫前町 3 更別村 3 普代村 1 南陽市 1 棚倉町 2 嬬恋村 2

今金町 3 羽幌町 4 大樹町 4 仙台市 1 西川町 3 塙町 1 高山村 4

せたな町 1 初山別村 5 広尾町 3 塩竈市 5 朝日町 3 鮫川村 3 東吾妻町 1

北海道
（369）

群馬県
(40)

栃木県
(44)

茨城県
(34)

福島県
(49)

秋田県
(33)

宮城県
(26)

山形県
(75)

青森県
(22)

岩手県
(40)
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地域おこし協力隊の活躍先②

都道府県名 市町村名 隊員数 都道府県名 市町村名 隊員数 都道府県名 市町村名 隊員数 都道府県名 市町村名 隊員数 都道府県名 市町村名 隊員数 都道府県名 市町村名 隊員数 都道府県名 市町村名 隊員数

片品村 6 南砺市 5 北杜市 16 阿南町 2 飛騨市 4 湖南市 7 奈良市 9

みなかみ町 2 立山町 3 上野原市 3 阿智村 5 本巣市 2 高島市 2 曽爾村 4

秩父市 3 朝日町 3 甲州市 3 平谷村 2 郡上市 5 東近江市 7 吉野町 9

東秩父村 1 七尾市 2 市川三郷町 1 根羽村 1 下呂市 3 日野町 1 天川村 2

神川町 1 輪島市 2 早川町 2 売木村 9 七宗町 3 竜王町 2 十津川村 1

館山市 3 羽咋市 3 道志村 5 天龍村 6 八百津町 2 愛荘町 2 下北山村 2

勝浦市 1 宝達志水町 1 富士河口湖町 2 泰阜村 5 白川町 8 甲良町 3 川上村 11

鴨川市 2 中能登町 1 小菅村 10 喬木村 3 東白川村 5 多賀町 3 東吉野村 2

いすみ市 9 穴水町 2 丹波山村 5 豊丘村 4 白川村 7 京都府★ 3 新宮市 2

檜原村 2 能登町 2 長野市 22 大鹿村 2 静岡市 3 福知山市 2 紀美野町 5

大島町 1 福井市 2 上田市 5 上松町 2 浜松市 9 舞鶴市 1 かつらき町 2

神津島村 3 小浜市 2 飯田市 1 南木曽町 5 島田市 3 宮津市 6 高野町 6

三条市 4 大野市 2 須坂市 9 木祖村 2 藤枝市 2 京丹後市 3 日高川町 4

柏崎市 2 勝山市 1 小諸市 2 王滝村 8 伊豆市 3 南丹市 4 那智勝浦町 2

小千谷市 6 鯖江市 4 伊那市 6 木曽町 6 牧之原市 2 南山城村 2 古座川町 2

十日町市 19 あわら市 1 駒ヶ根市 1 麻績村 14 南伊豆町 3 京丹波町 2 串本町 3

村上市 1 越前市 2 中野市 1 生坂村 5 松崎町 4 伊根町 2 鳥取県★ 2

燕市 1 坂井市 1 大町市 3 朝日村 2 西伊豆町 1 与謝野町 3 鳥取市 11

糸魚川市 2 永平寺町 1 飯山市 1 筑北村 5 豊田市 1 洲本市 5 米子市 3

妙高市 4 池田町 9 塩尻市 2 池田町 3 新城市 4 豊岡市 5 倉吉市 2

上越市 1 南越前町 2 東御市 5 松川村 3 設楽町 2 篠山市 3 境港市 3

阿賀野市 8 越前町 2 小海町 2 白馬村 3 東栄町 5 養父市 4 岩美町 6

佐渡市 22 美浜町 2 佐久穂町 1 小谷村 19 豊根村 3 丹波市 5 若桜町 6

魚沼市 4 高浜町 3 青木村 4 小布施町 2 尾鷲市 7 南あわじ市 12 智頭町 9

南魚沼市 2 おおい町 1 長和町 2 高山村 1 鳥羽市 6 朝来市 10 八頭町 7

阿賀町 9 若狭町 2 富士見町 2 山ノ内町 2 熊野市 13 淡路市 3 三朝町 2

津南町 4 山梨県★ 11 辰野町 1 木島平村 9 いなべ市 10 宍粟市 5 湯梨浜町 2

粟島浦村 3 甲府市 2 箕輪町 4 小川村 4 志摩市 1 市川町 1 琴浦町 3

富山市 2 富士吉田市 3 飯島町 2 飯綱町 1 大台町 7 神河町 1 北栄町 2

氷見市 6 都留市 4 中川村 3 栄村 3 長浜市 6 香美町 2 大山町 9

砺波市 1 大月市 2 宮田村 2 恵那市 2 近江八幡市 1 新温泉町 3 南部町 2

小矢部市 2 南アルプス市 6 松川町 3 山県市 8 甲賀市 3 奈良県★ 10 日南町 8

新潟県
(92)

富山県
(22)

和歌山県
(26)

鳥取県
(92)

埼玉県
(5)

千葉県
(15)

石川県
(13)

長野県
(222)

岐阜県
(49)

静岡県
(30)

東京都
(6)

山梨県
(75)

愛知県
(15)

三重県
(44)

福井県
(37)

兵庫県
(59)

滋賀県
(37)

京都府
(28)

奈良県
(50)
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地域おこし協力隊の活躍先③

【参考】
平成26年度 隊員数1,511名 444自治体（7府県437市町村） 平成23年度 隊員数413名 147自治体（3府県144市町村）
平成25年度 隊員数 978名 318自治体（4府県314市町村） 平成22年度 隊員数257名 90自治体（2県88市町村）
平成24年度 隊員数 617名 207自治体（3府県204市町村） 平成21年度 隊員数 89名 31自治体（1県30市町村）

都道府県名 市町村名 隊員数 都道府県名 市町村名 隊員数 都道府県名 市町村名 隊員数 都道府県名 市町村名 隊員数 都道府県名 市町村名 隊員数 都道府県名 市町村名 隊員数 都道府県名 市町村名 隊員数

日野町 5 新庄村 5 勝浦町 2 安芸市 3 うきは市 9 佐々町 2 小林市 10

江府町 10 奈義町 2 上勝町 7 南国市 3 那珂川町 1 新上五島町 6 日向市 2

浜田市 4 西粟倉村 17 佐那河内村 2 土佐市 4 新宮町 1 熊本県★ 1 えびの市 11

益田市 4 久米南町 2 神山町 6 宿毛市 1 東峰村 2 荒尾市 4 高原町 3

大田市 2 吉備中央町 4 那賀町 9 土佐清水市 8 大刀洗町 2 玉名市 2 綾町 2

安来市 2 広島市 3 牟岐町 2 四万十市 7 苅田町 1 山鹿市 1 新富町 2

江津市 2 呉市 2 美波町 5 香美市 2 みやこ町 6 菊池市 6 西米良村 7

雲南市 1 竹原市 2 海陽町 10 東洋町 2 上毛町 2 上天草市 1 椎葉村 1

奥出雲町 7 三原市 3 上板町 1 奈半利町 1 築上町 2 天草市 1 美郷町 2

飯南町 13 福山市 3 つるぎ町 2 田野町 4 佐賀市 2 美里町 5 高千穂町 3

川本町 3 府中市 3 香川県★ 1 安田町 2 唐津市 1 和水町 3 日之影町 2

美郷町 29 三次市 3 高松市 3 馬路村 1 多久市 2 大津町 3 鹿屋市 1

邑南町 22 庄原市 6 さぬき市 1 本山町 6 武雄市 3 南小国町 2 阿久根市 3

津和野町 27 廿日市市 2 東かがわ市 3 大豊町 4 基山町 2 小国町 2 西之表市 6

吉賀町 4 安芸高田市 6 土庄町 1 土佐町 4 有田町 2 高森町 1 薩摩川内市 9

海士町 20 安芸太田町 11 小豆島町 4 大川村 3 江北町 2 山都町 2 南さつま市 1

西ノ島町 5 大崎上島町 2 直島町 2 いの町 1 白石町 1 湯前町 2 志布志市 8

知夫村 3 神石高原町 7 琴平町 3 仁淀川町 4 長崎市 6 五木村 3 三島村 2

隠岐の島町 1 宇部市 1 今治市 12 中土佐町 3 佐世保市 7 中津市 7 十島村 7

岡山市 3 山口市 8 宇和島市 4 佐川町 11 島原市 4 日田市 6 長島町 1

津山市 1 萩市 8 八幡浜市 3 越知町 7 平戸市 7 佐伯市 5 錦江町 2

井原市 2 防府市 2 新居浜市 3 津野町 3 松浦市 2 臼杵市 4 南大隅町 2

高梁市 7 岩国市 1 大洲市 2 四万十町 15 対馬市 11 津久見市 1 肝付町 1

新見市 18 長門市 6 伊予市 4 大月町 2 壱岐市 5 竹田市 29 瀬戸内町 2

備前市 16 柳井市 1 西予市 10 黒潮町 3 五島市 10 豊後高田市 8 喜界町 1

瀬戸内市 4 周防大島町 2 上島町 3 大牟田市 1 西海市 3 杵築市 6 沖縄県★ 2

赤磐市 2 田布施町 2 久万高原町 1 久留米市 2 雲仙市 2 宇佐市 6 糸満市 2

真庭市 14 阿武町 2 内子町 5 柳川市 4 南島原市 7 豊後大野市 3 うるま市 3

美作市 10 鳴門市 2 伊方町 1 八女市 8 東彼杵町 4 由布市 1 国頭村 1

浅口市 1 吉野川市 1 松野町 4 筑後市 2 川棚町 2 国東市 5 粟国村 2

和気町 8 美馬市 5 鬼北町 2 大川市 2 波佐見町 4 九重町 2 渡名喜村 1

矢掛町 2 三好市 3 室戸市 4 豊前市 3 小値賀町 10 都城市 2 伊是名村 1

久米島町 4

2625

沖縄県
(16)

香川県
(18)

愛媛県
(54)

熊本県
(39)

大分県
(83)

宮崎県
(47)

鹿児島県
(46)

福岡県
(48)

佐賀県
(15)

長崎県
(92)

島根県
(149)

岡山県
(118)

広島県
(53)

山口県
(33)

徳島県
(57)

合計

高知県
(108)
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地域おこし協力隊の拡充のため、全国サミットの開催等により広く制度の周知を行うとともに、隊員への研修の充実、

地域との連携による活動内容の充実・強化のモデル事業の実施等により、地方自治体の自主的な取組を支援し、

地域への人材還流を推進。

隊員活動期間中

■「地域おこし協力隊全国サミット」の開催等
・地域おこし協⼒隊や⾃治体関係者のほか広く⼀般の⽅の参加も
得て「地域おこし協⼒隊全国サミット」を開催し、事例報告や
ＰＲ等により広く制度を周知するとともに、隊員同⼠の交流の
場を提供。

制度周知・隊員募集

■「制度説明会」の開催
・３⼤都市圏をはじめとする都市地域において制度を発信すると
ともに隊員の⼈材を掘りおこしを図るため、「制度説明会」を
開催。

■「受入・サポート体制整備モデル事業」の実施
・地域おこし協⼒隊員が地域で効果的な活動が⾏えるよう、受⼊⾃治体が地域住⺠
や団体等と連携して受⼊体制やサポート体制を構築するためのモデル事業を実施。

■「初任者研修会」､「ステップアップ研修会」､「起業・事業化に向けた
研修会」の開催（ブロック別開催）

・初任隊員向けの「初任者研修会」や２〜３年⽬の隊員が、より効果的な活動への
ステップアップを図るための研修会、さらに、起業を⽬指す隊員が起業・事業化
に向けた知識、ノウハウを⾝につけてもらうための研修会など、それぞれの段階
に応じた研修を実施。

■地域おこし協力隊「ビジネスアワード事業」の実施
・隊員の創意⼯夫によるビジネスプランのコンペティションを実施。
優れたビジネスプランについては、その実現に向けて⽀援。

任期後

起業・定住
地域への

⼈材還流を
推進！

■「地域おこし協力隊サポートデスク」の設置
・各地域における受⼊体制・サポート体制の整備と併せて、隊員や受⼊⾃治体から
の相談に⼀元的に対応できるよう「地域おこし協⼒隊サポートデスク」を開設。
隊員や⾃治体担当者に対して効果的なアドバイスを提供。
※平成28年９⽉27⽇から移住・交流情報ガーデンにて開設。

※このほか、地域おこし協⼒隊制度を幅広く発信するため３⼤都市圏における広報を実施

■地域おこし協力隊「クラウドファンディング官民連携事業」の実施
・地域おこし協⼒隊の活動（起業）に対して、「ふるさと納税」の仕組みを活⽤
して全国の皆様に応援していただく仕組みを⺠間企業等の協⼒により構築。
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○地域おこし協力隊員や受入自治体からの相談に
一元的に対応できる
「地域おこし協力隊サポートデスク」を開設。

○専従の相談員を配置し、隊員や自治体担当者から
対面のほか、電話やメールでの相談・問合せを
受け付け、効果的なアドバイスを提供。
※専従の相談員は協力隊員経験者を想定。

○全国の地域に共通する課題に対する
経験やノウハウを共有化し、解決を後押し。

○ 地域おこし協力隊員の地域での活動が円滑に行えるよう受入・サポート態勢を支援
「移住・交流情報ガーデン」内に相談窓口を開設 （平成２８年９月２７日～開設）

事 業 内 容

地域おこし協力隊サポートデスク事業
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